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衆
議
院
議
員
山
内
康
一
君
提
出
鳩
山
内
閣
の
地
域
主
権
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
広
域
自
治
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
自
主
的
判
断
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
治
体
間
連
携
等
が
自

発
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
考
え
方
の
下
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
六
日
を
も
っ
て

道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
を
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第

二
一
五
号
）
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
う
し
た
連
携
等
の
形
成
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
主
権

改
革
を
推
進
す
る
中
で
検
討
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
道
州
制
」
や
地
域
主
権
改
革
に

関
し
て
、
総
務
省
と
経
済
界
と
の
間
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
お
尋
ね
の
同
懇
談

会
に
代
わ
る
「
道
州
制
を
推
進
す
る
組
織
」
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

「
広
域
自
治
体
」
と
は
、
基
礎
自
治
体
を
包
含
す
る
広
域
の
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
現
行
制
度
上
、
都
道
府
県
が
こ
れ

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



「
地
域
主
権
」
の
理
念
は
、
永
住
外
国
人
を
念
頭
に
お
い
て
掲
げ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
般
に
、
住
民
と
は
そ
の

土
地
に
住
ん
で
い
る
人
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
永
住
外
国
人
も
住
民
と
し
て
地
域
で
生
活
し
て
い
る
以
上
、
お
尋
ね
の
「
住

民
」
の
概
念
に
は
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二


